
羅

墓

揚
子
江
三
角
洲
志
野
の
開
講
と
ク
ラ
ー
ク
の
展
開

米

倉

一

K良

ま
　
へ
　
が
　
き

　
外
入
に
よ
っ
て
ク
リ
ー
ク
（
9
8
5
と
呼
ば
れ
る
溝
渠
に
冨
む

江
南
の
風
景
は
、
之
に
比
べ
て
小
規
模
で
は
あ
る
が
我
が
筑
後
川

下
流
李
野
の
景
観
に
酷
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
後
藩
に
就
て
は
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

に
，
そ
の
溝
渠
の
成
立
を
分
析
し
た
事
が
あ
る
が
、
江
南
の
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ー
ク
に
關
し
て
は
冒
O
Q
冨
嗣
及
び
（
レ
づ
．
O
話
葵
3
・
氏
等
の
新
購

拓
地
方
に
於
け
る
詳
細
な
る
實
謹
的
研
究
、
能
氏
の
興
味
深
き
形

　
　
　
の

態
的
研
究
あ
る
も
、
こ
の
種
文
化
景
槻
の
究
明
上
不
可
鋏
な
る
雁

史
地
理
塵
・
的
方
法
は
未
だ
全
艦
的
に
適
用
さ
ゐ
エ
に
至
っ
て
み
な

い
。
妾
、
こ
で
、
嘗
て
郷
土
の
類
似
景
槻
に
饗
し
た
と
同
様
の
観
錨
か

　
　
　
　
　
霧
子
江
三
角
洲
挙
野
の
衛
渡
と
ク
矧
ー
ク
の
展
開

ら
、
又
一
昨
夏
、
蘇
杭
の
聞
に
禰
漏
せ
る
時
の
見
聞
を
通
し
て
、

禽
二
三
古
今
文
献
に
鑑
み
て
、
揚
子
江
一
一
一
角
洲
李
野
の
開
嚢
を
論

じ
、
以
て
特
異
な
る
景
観
展
開
の
次
第
を
明
か
に
し
た
い
と
思
ふ
、
．

、
L

鋤
；一；　〉三

密
…
稿
、
筑
後
川
下
流
李
野
の
開
羅
…
・
処
林
十
七
谷
　
昭
瀦
七
年
。
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揚
子
江
三
角
洲
瀬
野
の
槻
獲
と
ク
η
ー
ク
の
展
開

　
　
　
　
【

　
溝
渠
網
の
獲
生
を
考
・
上
る
前
に
、
そ
の
基
盤
を
な
す
三
角
洲
茶

野
の
生
…
戒
を
概
卿
削
す
み
必
他
県
か
あ
る
。

　
水
晶
色
の
江
南
の
風
景
に
劇
化
あ
ら
し
む
る
も
の
は
大
湖
及
長

江
沿
岸
に
見
る
丘
陵
や
孤
丘
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
南
支
那

音
楽
の
東
北
部
が
絡
籍
せ
る
時
、
僅
に
残
っ
た
由
頂
部
に
當
り
、

嘗
て
は
舟
山
叢
島
の
如
く
海
上
に
棊
布
し
九
も
の
で
あ
っ
た
ら
う

が
、
揚
子
江
の
沖
積
に
よ
つ
て
…
平
野
の
中
に
黙
綴
さ
る
Σ
事
と
な

っ
た
。

　
江
南
の
地
盤
は
そ
の
後
も
寧
ろ
沈
降
し
つ
、
あ
る
も
の
瓢
如
く

で
あ
る
が
揚
子
江
は
年
五
億
噸
（
四
十
方
哩
に
厚
さ
十
吠
の
艦
積
）

に
達
す
る
大
量
の
土
砂
を
蓮
令
し
て
沖
積
し
つ
・
あ
り
、
上
海
附

近
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
に
よ
れ
ば
地
下
九
二
〇
駅
に
於
て
も

爾
下
底
に
達
せ
ざ
る
厚
さ
に
堆
積
し
て
み
る
。
近
代
に
於
け
る
無

意
線
の
伸
展
は
六
、
七
〇
年
に
　
哩
の
割
と
概
算
さ
れ
て
み
る
。

之
に
よ
つ
て
逆
算
す
る
な
ら
ば
五
十
年
前
の
海
岸
線
は
江
陰
附
近

に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
ユ
、
の
東
方
の
太
倉
と
南
の
嘉
善
を
蓮

ね
る
一
線
以
東
の
諸
縣
は
、
そ
の
創
立
何
れ
も
至
心
紀
元
後
で
あ

　
　
　
　
　
第
二
十
一
一
田
畠
　
第
二
報
酬
　
　
素
掘
ニ
ハ

る
。
か
の
江
中
の
三
角
洲
崇
三
島
は
唐
代
（
七
世
紀
初
期
）
に
沙
洲

と
し
て
現
れ
，
元
代
（
十
三
世
紀
末
）
よ
り
官
治
を
薄
く
る
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
百
萬
の
入
蹟
を
擁
し
て
ゐ
ゐ
。
・
之

等
の
撒
例
に
よ
っ
て
見
る
も
、
揚
子
江
三
角
洲
彫
野
は
地
質
的
に

は
若
い
沖
積
地
で
あ
る
事
が
傭
ら
れ
る
。

　
江
南
三
角
洲
の
生
成
に
當
っ
て
揚
子
江
の
醤
力
と
共
に
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
海
摩
に
於
け
る
潮
汐
の
作
用
で
あ
る
。
現
在
そ
①

干
満
は
江
口
附
近
で
は
十
悪
位
で
あ
る
が
、
杭
州
灘
岸
で
は
二
十

吠
を
超
ゆ
る
所
が
あ
り
、
有
名
な
鑓
塘
江
の
観
潮
は
大
潮
の
時
の

満
潮
が
川
を
遡
る
無
槻
を
見
る
の
で
あ
る
。
杭
州
灘
岸
に
於
け
る

土
砂
は
揚
子
江
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
も
の
で
潮
流
に
よ
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
方
颪
に
欝
さ
れ
て
堆
積
し
つ
＼
あ
．
る
の
で
あ
る
ゆ

　
我
が
琵
琶
湖
の
四
倍
の
面
積
を
占
む
る
太
湖
及
そ
の
周
邊
の
沼

澤
地
帯
が
如
何
に
し
て
糞
生
せ
る
や
は
十
分
に
は
明
か
な
ら
ざ
る

も
、
杭
州
灘
摩
に
於
け
る
沙
洲
の
君
達
に
よ
つ
て
、
古
代
海
灘
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

一
部
が
内
湖
と
化
し
た
も
の
と
考
へ
得
る
。
何
れ
に
し
て
も
河
川

と
潮
汐
と
の
共
力
に
よ
つ
て
轟
現
し
た
江
南
の
李
原
か
低
李
卑
漁

で
あ
っ
て
、
古
來
澤
圃
の
稽
あ
る
は
正
に
そ
の
景
観
を
明
示
し
得

（16＄）



て
妙
で
あ
る
。

　
D
小
倉
伸
古
　
支
那
掛
麹
濁
の
潮
津
浪
　
地
理
教
育
二
巻
　
大
正
ナ

　
　
　
四
年
、
こ
れ
ほ
黄
浦
江
改
修
局
の
瞬
ト
＜
9
μ
顕
。
置
。
器
酔
§
】
の
報

　
　
　
文
に
よ
ら
れ
カ
も
の
で
あ
ろ
。

　
幻
＝
．
ω
o
剛
彰
無
昏
○
琶
μ
〇
二
（
渉
ご
さ
㎝
営
3
0
目
し
価
二
一
（
デ
。
『
戸
津
。
鐸
∈
一
（
一
同
簡
三
釜

　
　
　
目
器
い
．
し
艦
「
【
蔦
二

こ二

　
江
南
の
水
系
に
就
て
は
禺
貢
に
既
に
三
江
の
憾
あ
り
、
史
記
河

渠
書
に
も
三
江
五
湖
に
通
慨
す
と
見
え
漢
書
地
理
志
に
も
亦
三
江

を
羅
け
て
る
る
。
こ
の
一
一
…
江
に
就
て
は
古
墨
直
読
紛
々
と
し
て
聾

一
す
る
所
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
地
理
的
に
は
慌
つ
の
基
本
的
事

實
の
一
つ
を
互
に
主
張
せ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
過
ち
、
一
つ

に
は
暢
子
江
が
幾
派
か
に
分
流
し
て
海
に
注
い
で
ゐ
九
事
で
あ

り
、
一
，
ぢ
に
は
揚
子
江
以
外
に
鏡
塘
江
、
捕
陽
江
（
漸
東
灘
河
の

前
身
等
）
の
河
川
が
存
在
す
る
事
、
三
つ
に
は
太
湖
よ
り
の
排
水

河
川
が
数
本
あ
っ
た
事
で
あ
る
。
そ
し
て
三
江
の
内
容
は
墨
入
の

江
南
に
医
す
る
地
理
的
知
識
の
南
進
と
、
そ
の
後
に
於
け
る
拓
殖

の
島
陰
と
に
よ
り
、
葡
掲
嚇
よ
り
二
、
三
に
向
っ
て
痩
遷
し
九
も

の
・
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
揚
子
江
三
角
洲
二
野
の
開
獲
と
ク
サ
ー
ク
の
展
湖

　
こ
の
三
つ
の
基
本
水
系
の
他
に
黙
過
さ
れ
て
み
る
の
に
、
干
満

の
差
大
な
る
潮
汐
に
よ
り
低
峯
柔
軟
な
る
新
生
の
沖
積
築
野
面
に

刻
ま
れ
る
一
環
の
三
筋
が
あ
る
。
海
岸
堤
防
の
建
設
に
よ
る
干
拓

の
進
行
に
つ
れ
、
現
在
で
は
そ
の
現
れ
る
干
潟
面
が
極
限
さ
れ
て

る
る
け
れ
ど
も
嘗
て
は
江
南
の
原
生
面
を
覆
ふ
て
、
そ
れ
が
畿
蓬

し
て
み
た
事
と
思
は
れ
る
。
否
、
今
日
で
も
多
く
の
ク
リ
ー
ク
は

潮
汐
の
影
響
を
受
け
て
み
る
。
流
下
す
る
二
水
と
立
流
す
る
満
潮

と
が
、
衝
突
し
て
渦
ま
く
所
を
潅
と
云
ふ
が
、
徐
家
勢
、
南
殿
、
龍

猪
涯
等
々
潅
の
語
尾
を
有
す
る
聚
落
か
多
急
劇
雀
す
る
の
は
、
斯

か
る
場
所
に
當
っ
て
叢
生
し
飯
事
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
江
南
の
ク
リ
ー
ク
は
、
狭
き
は
撒
米
築
き
は
撒
十
米
の
帳
を
も

ち
、
大
部
分
舟
揖
の
便
を
有
す
る
深
度
あ
り
，
大
な
る
も
の
は
小

蒸
汽
離
が
通
航
し
得
ら
れ
る
。
上
海
東
南
部
で
計
算
．
さ
れ
た
所
に

よ
れ
ば
溝
渠
間
の
卒
均
間
隔
僅
に
三
八
○
眠
と
云
ふ
稠
密
な
る
分

布
を
も
つ
て
み
る
。
そ
の
形
態
は
場
所
に
よ
り
多
少
相
違
あ
る
も

地
域
毎
に
一
定
の
矩
離
闇
隔
を
保
つ
水
路
系
統
の
存
在
が
餌
取
さ

れ
る
。
之
等
は
云
ふ
迄
も
な
く
、
葡
逃
の
鋪
き
卒
野
の
自
然
水
系
を

墓
礎
と
し
て
、
そ
の
上
に
掘
難
誰
・
・
れ
た
入
工
水
路
で
あ
る
。
然
ら

　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
二
號
　
　
三
七
七
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揚
子
江
三
角
洲
亭
野
0
三
十
と
ク
呼
一
〃
の
腿
閉

ば
之
等
の
ク
リ
…
ク
は
何
時
の
頃
勲
何
な
る
目
的
に
よ
り
構
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
吹
に
こ
の
心
頭
の
慰
撫
を
概
観
し
て
溝

渠
景
擬
の
展
腸
を
追
跡
し
よ
う
。

　
　
　
　
三

　
先
史
、
原
斑
時
代
の
江
南
は
太
湖
を
中
心
と
す
る
沼
澤
地
帯
や

潅
筋
に
漢
族
に
あ
ら
ざ
る
南
螢
の
諸
族
が
水
陸
幽
棲
的
原
始
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

を
行
っ
て
み
た
も
の
ど
想
像
ざ
れ
る
。
司
馬
遷
は
こ
の
地
方
に
つ

い
て
、

　
楚
越
之
地
、
地
工
人
希
、
餓
μ
稻
聡
ド
魚
、
或
回
廊
水
路
、
果
階

嵐
蛤
、
不
r
待
r
買
而
足
、
地
勢
饒
一
食
、
無
二
騰
饒
之
患
噴
以
ド
故
砦

癒
倫
“
生
。

　
と
記
し
て
み
る
。
即
ち
稻
の
粗
放
的
耕
作
は
傭
ら
れ
て
る
る
が

天
然
の
物
資
豊
饒
な
る
儒
怠
惰
で
あ
っ
允
と
云
・
船

　
し
か
し
春
秋
時
代
こ
の
地
に
豫
つ
九
呉
・
越
が
湘
前
後
し
て
中

原
に
覇
を
慶
す
る
に
至
っ
た
事
は
三
等
蟹
族
の
開
化
が
相
物
進
歩

し
た
結
果
で
あ
ら
う
。
漢
代
に
な
る
と
漢
民
族
の
移
住
に
よ
る
江

南
の
開
獲
が
盛
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
通
徹
水
利
門
に
よ
れ
ば
後

富
者
帝
の
晴
（
西
紀
七
六
；
八
三
年
）
會
稽
の
太
守
馬
膝
は
今
の
漸

　
　
　
　
　
策
二
十
三
巻
　
箪
二
號
　
　
　
三
七
八

江
雀
紹
興
信
附
近
に
鏡
湖
を
作
り
、
塘
を
瀬
音
、
田
を
撫
回
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

事
九
千
鍛
頃
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。

　
叉
、
越
絶
書
が
果
し
て
後
漢
入
の
作
な
り
と
す
れ
ば
、
漢
代
既

に
蘇
州
を
中
心
と
し
て
無
錫
や
杭
州
方
面
へ
水
路
交
通
が
闇
け
て

る
た
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
植
傷
搬
地
域
に
於
て
は
先
づ
水
路

に
よ
る
文
化
の
飯
盛
が
行
は
れ
る
原
則
に
從
っ
て
み
る
も
の
で
あ

る
。

　
三
國
鼎
立
に
常
り
、
北
支
那
の
魏
で
は
、
し
き
り
に
屯
田
政
策

を
遽
め
、
之
に
麗
し
て
南
支
那
の
呉
で
も
農
業
を
漿
．
溢
し
た
も
の

、
如
く
で
あ
る
。
鷺
の
南
渡
は
江
南
の
開
登
に
臨
期
を
劃
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
張
闘
と
云
ふ
人
、
曲
阿
（
丹
陽
）
に
新
豊
塘
を
築
き
、

田
八
百
蝕
頃
を
強
し
た
と
傳
へ
ら
る
Σ
億
そ
の
一
例
で
あ
ら
う
。
、
，

つ
い
で
北
朝
の
諸
國
象
が
均
田
の
政
策
を
と
れ
る
に
封
し
、
南
朝

で
は
北
支
よ
り
避
難
せ
る
多
撒
の
名
族
を
江
南
に
土
著
せ
し
む
る

所
講
話
噺
政
策
を
行
っ
て
、
朝
廷
の
牧
入
墨
加
を
は
か
っ
て
み
る
Q

　
こ
の
問
に
於
け
る
裁
培
植
物
の
南
北
交
流
は
叉
注
目
に
値
す

る
。
帥
ち
爾
作
が
北
支
に
焚
併
せ
ら
る
・
と
共
に
、
、
変
作
が
江
南

に
輪
入
さ
れ
た
。
、
そ
れ
は
既
に
呉
の
孫
棲
に
始
ま
る
も
の
国
如
く

｛170）



で
あ
る
が
、
南
朝
の
宋
に
至
つ
ズ
は
朝
廷
が
種
饗
を
拗
漿
せ
る
事

本
紀
を
通
じ
て
顯
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
支
の
畑
地
の
利
用
、
蟹
考

へ
た
と
す
る
よ
り
も
寧
ろ
、
江
南
水
田
の
裏
作
と
し
て
行
は
れ
え
、

で
あ
ら
う
事
に
重
大
な
る
意
義
が
あ
る
。
あ
の
漁
純
な
る
江
南
水

田
に
萎
作
が
可
能
な
る
儒
に
は
耕
地
の
乾
燥
に
封
ず
る
施
設
が
係

程
進
歩
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
排
水
胴
溝
渠
の
…
開
拓
を
措

い
て
は
他
に
方
法
が
な
い
の
で
あ
る
。

交
通
が
先
づ
水
路
に
よ
っ
て
始
ま
つ
丸
事
は
荊
述
せ
る
如
く
で

あ
ろ
が
、
卑
漁
な
る
江
南
で
は
道
路
の
建
設
は
甚
だ
困
難
で
あ
っ

た
爲
、
水
路
は
そ
の
後
も
依
然
と
し
て
主
要
交
麺
路
と
し
て
獲
達

を
績
け
π
。
殊
に
南
北
朝
以
後
に
は
蝶
（
隷
）
桁
（
航
）
等
の
水
路
施

設
が
構
築
さ
れ
て
る
る
。
壌
と
は
水
位
の
粗
熱
す
る
コ
水
路
間
に

設
け
縛
軸
を
利
用
し
て
入
力
叉
は
畜
力
に
よ
り
、
舟
・
〃
二
つ
の
水

路
よ
む
他
の
水
路
に
引
上
げ
叉
は
引
藍
鼠
。
の
の
如
く
、
桁
塘

を
繋
留
す
る
設
備
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
し
か
し
て
之
等
億
今
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

爾
江
南
の
水
村
に
見
ら
る
・
所
で
あ
る
。

　
め
・
史
記
　
貨
殖
傳
。

　
効
・
岡
崎
文
夫
　
三
三
南
北
朝
通
史
　
昭
和
七
年
　
至
聖
様
こ
の
書
並

　
　
　
に
同
博
士
の
諸
研
究
に
負
ふ
所
多
し
。

　
　
　
　
　
揚
子
江
三
角
洲
二
野
の
開
獲
と
ク
擁
一
〃
の
展
開

年
　o

lj一］）

後
｝1塞

朝
太
郎

四

国
江
水
郷
の
蓮
河
　
地
理
数
育
十
一
巻
　
昭
和
四

、

　
悉
曇
の
盛
世
と
な
ろ
や
強
大
な
る
各
家
畜
力
の
も
と
に
、
大
規

模
の
土
木
工
事
が
行
は
る
・
事
と
な
っ
た
。
江
南
の
米
を
舌
早
長

安
に
漕
弾
せ
ん
が
爲
の
大
蓮
河
の
整
備
は
あ
ま
り
も
有
名
な
る
史

實
で
あ
る
が
、
灌
概
溝
渠
と
し
て
も
唐
の
元
和
三
年
（
西
紀
八
〇

七
年
）
に
蘇
州
よ
り
常
熟
に
至
る
元
和
塘
（
今
の
常
熟
塘
）
、
大
和

年
間
（
書
紀
八
二
七
一
八
三
五
年
）
に
は
太
虚
と
編
山
を
連
ね
て
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

に
東
南
走
す
る
通
気
塘
等
の
幹
線
水
路
が
築
成
さ
れ
て
み
る
。
叉

騨
官
縣
（
今
の
海
潮
縣
）
に
長
さ
百
二
＋
四
里
の
掃
海
塘
（
海
岸
堤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

防
）
を
開
元
年
間
（
西
紀
七
；
∵
七
四
…
年
）
に
重
齢
し
、
之
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

金
由
、
華
亭
、
奉
賢
、
南
涯
、
上
海
縣
方
面
に
延
長
さ
れ
た
も
の
ら

し
く
、
か
く
て
從
來
杭
州
遡
に
注
げ
る
太
湖
の
排
水
河
川
は
す
。
へ

て
北
流
し
て
揚
子
江
に
入
る
如
く
改
修
さ
れ
九
も
の
で
江
南
水
系

の
現
況
は
先
づ
唐
代
に
定
ま
つ
池
も
の
と
見
る
事
が
で
き
る
。

　
階
唐
は
北
朝
に
獲
回
せ
る
均
田
制
度
を
受
綴
ぎ
、
之
を
全
國
に

敷
い
た
。
そ
の
江
南
に
於
け
る
實
施
の
程
度
は
今
暫
く
問
は
な
い

　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
二
號
　
　
三
七
九

（171）



　
　
　
　
　
揚
子
江
三
角
洲
黒
蝿
の
閉
嚢
と
ク
写
；
ク
の
褒
開

け
れ
ど
も
、
農
業
輝
螢
の
基
礎
を
な
す
業
繋
警
策
水
に
獲
て
は
相

當
統
…
的
計
器
を
實
製
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

　
唐
代
よ
り
既
に
現
れ
た
擁
門
の
湿
式
は
宋
代
に
及
ん
で
愈
々
盛

行
し
、
江
南
に
あ
っ
て
は
公
有
の
灌
概
禁
書
水
路
を
墾
表
し
或
は

濫
に
私
渠
を
穿
っ
て
公
水
路
を
蓬
浸
せ
し
め
水
利
を
阻
害
す
る
事

が
捷
く
な
か
っ
た
。
宋
の
熈
寧
二
年
（
西
紀
一
〇
六
九
年
目
）
蘇
州
の

永
利
に
課
す
る
鄭
腐
と
云
ふ
人
の
上
諭
は
當
時
に
於
け
る
江
南
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

溝
渠
網
を
詮
い
て
黙
る
精
細
を
極
め
て
み
る
。
彼
が
實
地
踏
査
を

し
箭
所
に
よ
れ
ば
、
古
今
の
水
路
遺
跡
は
「
五
里
七
里
而
爲
二
一
縦

浦
↓
叉
七
里
或
十
里
而
爲
二
計
器
一
」
と
云
ふ
原
則
に
礎
っ
て
み
た
。

郎
ち
充
璽
或
は
七
里
聞
隔
に
南
北
方
向
の
主
要
水
路
が
あ
り
、
之

と
直
交
し
て
七
婁
或
は
十
里
聞
隔
に
東
西
方
向
の
幹
線
水
路
が
あ

っ
て
、
溝
渠
網
の
基
本
を
形
成
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
吏
に
二
璽

或
は
三
里
に
し
て
小
難
が
あ
り
、
牟
里
或
は
一
議
に
小
溌
が
あ
り

某
家
溌
、
離
家
年
嵩
と
亡
し
て
私
有
さ
れ
つ
誌
あ
、
つ
☆
事
を
蓮
べ

て
る
る
。

　
元
來
、
灌
概
及
緋
水
溝
は
一
定
の
距
離
閥
隔
…
を
と
る
を
以
て
理

想
と
す
る
も
の
で
、
鄭
甕
の
擬
察
し
た
水
圏
網
の
如
き
も
偶
然
的

　
　
　
　
　
第
ご
十
諜
．
巷
　
第
二
號
　
　
三
入
○

に
成
立
し
た
定
型
で
あ
・
る
と
云
ひ
得
な
い
事
も
な
い
が
、
そ
の
水

路
閥
の
距
離
と
水
路
の
大
き
さ
と
の
關
聯
及
そ
の
絡
子
妖
の
配
粥

等
の
黙
か
ら
、
當
初
よ
り
一
定
の
型
式
に
基
い
て
構
築
さ
れ
池
も

の
と
考
ふ
る
を
至
當
と
す
る
。
果
し
て
然
ら
ば
か
の
周
禮
考
工
記

後
入
の
章
に
見
ゆ
る
溝
並
法
（
一
夫
百
畝
閥
に
は
幅
二
八
の
逡
、
｝

警
世
一
里
間
に
は
墨
字
尺
の
溝
、
…
町
方
＋
里
の
闇
に
は
幅
八
尺

の
液
：
・
…
を
強
く
る
）
と
思
想
的
霊
殿
に
あ
る
事
・
が
直
に
想
到
さ

れ
る
。
こ
の
溝
漁
法
は
井
楼
姦
悪
附
の
腿
謝
と
結
合
せ
ろ
も
の
で

之
等
は
漢
民
族
の
コ
ロ
ニ
ー
を
螢
む
際
の
地
割
と
解
さ
る
べ
き
も

　
　
　
ひ

の
で
あ
る
。
從
っ
て
魏
の
屯
田
、
北
朝
や
階
唐
の
均
田
の
地
割
は

皆
こ
の
系
統
に
黙
し
た
で
あ
ら
う
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
南
朝
の
土

漸
に
於
け
る
地
割
と
錐
、
同
じ
く
漢
民
族
の
植
民
た
る
以
上
、
こ

の
種
の
型
式
よ
り
甚
し
く
異
な
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら

う
。
い
は
ん
や
鼻
繋
に
あ
っ
て
は
江
南
も
亦
均
田
制
下
に
服
し
た

の
で
あ
．
る
。
之
を
以
て
之
を
見
る
に
、
揚
子
江
…
∴
角
洲
辮
野
の
溝
渠

網
は
漢
民
族
の
拓
殖
に
常
っ
て
、
周
禮
溝
三
法
の
亜
流
と
も
云
．
勘

べ
き
形
式
に
よ
り
欝
欝
の
頃
ま
で
に
…
磨
の
展
開
が
な
さ
れ
た
も

の
と
云
ひ
得
よ
う
。
た
こ
ぐ
の
溝
渠
が
大
規
模
な
る
は
北
支
と
江

恥
ピ
、



南
と
の
地
理
的
祁
違
に
基
く
も
の
で
、
・
彼
に
あ
っ
て
は
土
地
の
簾

剣
が
主
黛
的
で
あ
っ
た
に
封
し
、
こ
れ
に
あ
っ
て
は
そ
れ
と
共
に

蛙
軍
・
排
水
施
設
と
し
て
の
意
義
が
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

5i）　，tll）　s）　2）　1），

岡
治
重
脩
　
蘇
州
府
志
　
巻
八

新
唐
漁
笥
地
理
志
　
静
ゆ
三
十
∴

嘉
慶
重
修
一
統
志
　
松
江
二
二

顧
炎
武
　
天
下
郡
國
利
窺
書
　
巷
ナ
五

小
川
琢
治
　
支
郷
歴
史
地
理
研
究
　
七
七
’
昭
和
四
年

五

　
宋
塚
後
元
明
清
を
通
じ
て
、
江
南
の
水
利
に
回
す
る
施
設
は
枚

　
　
　
　
　
ハ

墾
に
暇
か
な
い
。
し
か
し
之
を
概
観
す
れ
ば
太
湖
の
排
水
漸
く
滞

り
、
既
設
水
路
の
竣
諜
、
新
排
水
線
の
閥
拓
等
が
論
議
の
中
心
と

な
っ
て
居
6
3
・
、
新
開
護
地
を
除
け
ば
、
こ
の
時
代
は
規
則
的
溝
渠

網
の
不
規
則
化
す
る
工
率
期
で
あ
り
以
て
介
日
に
及
ん
で
み
る
。

　
以
上
溝
渠
網
の
展
開
を
交
通
、
灌
概
、
排
水
等
の
観
黙
よ
O
考

察
し
た
の
で
あ
る
が
、
水
路
は
本
來
こ
の
『
機
能
を
兼
ね
傭
ふ
る

も
の
で
、
掘
盤
の
目
的
が
何
れ
を
主
と
し
た
か
の
相
違
に
よ
つ
で

廣
殺
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
一
度
築
成
さ
れ
九
溝
渠
は
そ
の
全

機
能
を
登
観
す
る
に
至
っ
た
で
あ
ら
う
事
は
黙
す
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
揚
子
江
三
角
洲
二
野
の
開
獲
と
ク
リ
ー
ク
の
展
醐

　
江
南
実
以
、
網
の
現
歌
は
九
芳
年
の
昔
郷
褒
の
實
見
せ
る
所
“
グ
三

徳
へ
て
る
る
。
太
湖
の
排
水
河
川
た
る
三
江
（
婁
江
郎
ち
劉
河
、
呉

瀬
江
即
ち
蘇
州
河
、
楽
書
江
）
の
間
に
五
里
、
七
里
、
十
塁
位
の
間

隔
を
置
い
て
嘗
て
避
十
六
沸
と
稔
せ
ら
れ
た
補
助
排
水
線
と
し
て

の
主
要
水
路
が
分
布
し
、
之
に
直
交
し
て
七
里
或
は
十
里
置
き
位

に
某
々
塘
と
云
は
れ
る
灌
瀧
の
幹
線
水
路
が
あ
っ
た
ら
う
事
を
観

取
し
得
ろ
。
更
に
こ
の
問
に
港
、
波
、
渥
等
と
云
ふ
第
二
次
、
浬
、

濃
、
溝
、
渠
等
の
第
三
次
、
第
四
次
の
支
水
路
が
介
在
し
て
み
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
野
幌
の
階
級
は
、
そ
の
後
に
於
け
る
各
水
路

の
流
量
の
醇
化
、
涯
塞
等
に
よ
O
混
織
し
、
從
っ
て
そ
の
名
辮
も

現
今
で
は
一
檬
に
弛
ゴ
水
路
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ

て
る
る
様
で
あ
る
。
走
馬
脳
、
桃
樹
蔭
等
と
唱
ふ
る
時
そ
れ
は
立

派
に
水
路
で
あ
る
事
が
既
に
云
は
れ
て
る
る
。
之
に
ク
リ
ー
ク
を

附
構
す
る
如
き
琢
リ
ヴ
ァ
ー
淀
川
式
の
呼
び
方
で
あ
る
事
が
注
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
宋
代
以
後
と
難
、
大
規
模
の
新
閉
嚢
地
に
あ
っ
て
は
、
や
は
り

規
則
的
溝
渠
網
が
形
成
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。
さ
て
こ
の
錦
旗
の
開

拓
は
二
つ
の
方
向
に
分
れ
て
行
は
れ
た
。
甑
に
鄭
葺
が
注
目
し
た

　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
轡
　
策
二
號
　
　
三
八
一

（｝73）
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所
で
あ
る
が
、
常
熟
、
太
倉
を
結
ぶ
一
線
以
北
、
及
濾
喜
雨
二
道

線
以
東
の
瀕
海
地
域
の
干
拓
と
、
そ
れ
以
内
の
太
湖
沿
岸
の
埋
立
’

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
技
霊
的
に
も
相
試
し
、
支
那
古
町
の
簸
別
で

は
煎
者
に
は
塗
田
番
田
を
設
け
、
後
者
に
は
園
田
、
櫃
田
を
作
つ

のた
。
要
は
彼
が
灌
瀧
を
主
と
す
る
に
虚
し
、
こ
れ
は
排
水
を
以
て

重
し
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
俗
輩
干
拓
地
に
就
て
は
、
葡
掲
ク
レ
ッ
シ
i
氏
が
奉
賢
縣
に
就

き
詳
挿
し
て
み
る
。
そ
の
句
話
塘
を
築
い
て
干
潟
地
を
漸
次
開
掃

し
て
行
く
方
法
は
南
宋
の
頃
我
が
留
学
櫓
に
よ
っ
て
傳
來
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
の

先
づ
九
州
の
有
明
海
沿
岸
に
於
て
試
み
ら
れ
た
所
で
あ
っ
て
、
筑

後
川
下
流
準
野
、
児
島
灘
南
李
下
等
の
干
拓
地
帯
の
景
観
が
江
南

瀕
海
地
方
の
風
景
と
全
く
同
一
な
る
は
洵
に
故
あ
る
事
で
あ
る
。

　
シ
オ
ン
氏
が
平
明
島
の
新
田
に
就
き
記
載
せ
る
所
を
此
虚
に
引

用
す
れ
ば
、
一
億
里
（
約
六
一
九
米
）
置
に
幅
約
十
栄
の
灌
瀧
主
溝

を
作
り
、
そ
の
中
は
幅
五
米
位
の
小
溝
を
以
て
、
耕
地
を
長
さ
一

里
蠣
五
〇
一
六
〇
米
位
の
細
長
き
形
に
簸
翻
し
て
み
る
。
こ
の
小

溝
は
主
溝
よ
り
の
取
入
口
に
そ
れ
ム
、
水
翔
を
設
紺
、
耕
地
の
灌

漉
及
排
水
に
便
じ
て
み
る
。
嶽
て
一
般
干
拓
地
の
溝
渠
配
置
を
知

　
　
　
　
揚
子
江
三
角
洲
牛
野
の
濡
髪
と
ク
リ
ー
ク
の
贋
開

る
べ
き
で
あ
る
。

　
江
北
に
於
け
る
綴
蓋
地
域
に
も
全
く
詰
襟
の
干
拓
が
行
は
れ
て

る
る
。
挿
圏
は
支
那
滲
謀
本
部
製
五
萬
分
一
地
形
圏
係
束
鎭
の
一

部
で
、
揚
子
江
北
岸
海
門
、
南
通
最
下
の
束
支
那
海
沿
岸
地
方
で
あ

る
。
感
得
の
堤
塘
に
よ
り
南
よ
り
北
に
向
2
』
干
拓
が
進
め
ら
れ

て
居
り
、
南
方
の
古
き
開
獲
地
で
は
水
路
が
略
一
構
里
置
に
、
叉

幹
線
水
路
が
三
里
置
尺
に
配
列
さ
れ
て
み
る
。
更
に
よ
り
小
な
る

溝
渠
網
は
縮
尺
の
關
係
で
表
現
さ
る
、
に
至
っ
て
み
な
い
で
あ
ら

う
。
北
部
の
海
摩
近
く
の
干
拓
地
は
鞭
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
る

る
。
一
般
に
束
皮
那
海
沿
熔
の
干
拓
は
先
づ
棚
田
と
な
る
も
の
で
、

そ
れ
が
薗
進
ず
る
に
從
っ
て
内
側
と
な
っ
た
古
鞭
田
を
水
田
化
す

る
過
程
を
繰
返
し
て
み
る
。

　
太
湖
滑
岸
の
瀕
湖
千
歯
は
「
度
謁
親
地
形
叫
築
“
土
作
ド
堤
環
而
不

ド
断
、
内
容
忠
恕
千
寮
、
皆
爲
二
稼
学
監
」
と
す
る
も
の
で
オ
ラ
ン
ダ

の
ボ
ル
ダ
…
、
我
が
輪
中
に
類
し
て
罷
り
、
凱
歌
以
降
有
力
の
家
が

蕪
園
と
し
て
緯
射
せ
る
も
の
紗
か
ら
す
爲
に
太
湖
排
水
の
澁
滞
を

へ諭
せ
る
所
の
遇
の
で
あ
る
。
噛
今
、
最
新
の
技
術
を
以
て
、
太
湖
を
．

め
ぐ
る
伽
羅
地
帯
を
干
拓
す
る
な
ら
ば
字
数
萬
頃
の
美
田
を
得
る

　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
三
八
三

の即｛



　
　
　
　
　
揚
子
江
三
角
濁
挙
野
の
聞
養
と
ク
腰
…
〃
の
展
閉

は
容
易
で
あ
る
が
、
太
湖
は
江
南
水
利
の
太
宗
で
あ
、
つ
て
、
灌
概

水
源
で
あ
る
と
共
に
、
洪
水
臨
の
水
量
調
節
の
役
㌘
も
果
し
て
み

る
．
・
し
か
し
排
水
路
梗
塞
の
節
劇
雨
に
遭
へ
ば
四
三
郷
村
に
水
害

を
及
ぼ
す
三
三
著
で
あ
る
。
放
に
太
湖
に
封
ず
る
第
一
の
施
設
は

依
然
と
し
て
、
そ
の
排
水
路
の
改
修
で
あ
ら
う
。
之
に
よ
っ
て
周

園
の
水
災
を
除
き
得
る
と
共
に
三
三
地
域
の
一
部
は
自
然
に
乾
燥

し
て
良
田
と
な
る
事
で
あ
憶
う
り
し
か
し
こ
の
程
度
以
上
の
積
極

的
干
拓
は
地
下
水
面
を
低
下
せ
し
め
て
、
ク
リ
ー
ク
網
の
灌
瀧
及

交
通
的
機
能
を
滅
殺
す
る
は
勿
論
洪
水
時
の
調
節
作
朋
を
も
失
は

し
め
る
結
果
と
な
る
。
差
回
っ
て
の
問
題
は
新
し
き
土
地
を
得
ろ

事
よ
り
も
先
づ
既
に
存
す
る
土
地
と
入
間
と
を
良
く
す
る
事
に
あ

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
三
巻
第
二
號
　
　
三
八
観

る
。
當
局
者
は
慮
く
深
く
古
今
の
事
跡
に
鑑
み
て
綴
紐
の
大
計
に

密
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
む
う
ひ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
齢
穴
村
欣
　
、
至
聖
三
角
洲
φ
史
的
考
察
支
沸
研
究
第
三
號
だ

　
　
　
蔦
ナ
一
年
Q

　
勃
．
徐
光
啓
　
農
政
塗
書
巻
．
五
〇

　
の
拙
稿
　
國
土
の
開
獲
と
技
術
め
幾
展
　
地
礫
と
輕
濟
二
巻
　
昭
和

　
　
　
卜
、
一
拝
。

　
　
　
幣
　
　
一
　
イ

　
附
翻
、
癌
化
第
五
巻
一
、
二
三
に
池
園
欝
…
夫
氏
が
「
照
寧
の
農
政
と
二

　
　
　
郷
の
水
學
」
な
渡
表
さ
れ
六
〇
本
国
起
草
後
な
り
し
爲
旛
照
す
る

　
　
　
な
得
な
か
つ
六
が
郷
笠
及
そ
の
子
郷
僑
の
江
雨
水
利
に
關
で
ろ
所

　
　
　
論
な
詳
逃
さ
れ
表
宥
盆
獄
研
撹
で
あ
ろ
Q
右
志
者
ぱ
あ
ぽ
ぜ
滲
暦

　
　
　
さ
れ
ん
事
た
の
ぞ
む
。
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